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　7月21日、愛媛県で7月31日から開催された「NPB
ガールズトーナメント2021 全日本女子学童軟式野球大
会」への出場を前に、佐賀県代表の諸石彩華さん（朝日
小6年）と森瑞希さん（朝日小6年）が市役所を訪問され
ました。
　出場された2人からは「コロナの中で全国大会に出場
できることに感謝したい、試合では守備のミスなく勝ち続
けたい！」と意気込みを頂きました。
　市長は「全国大会となれば、レベルの高い戦いになる。
日々の練習の成果を十二分に発揮してベストを尽くして
いただきたい」と激励しました。
　結果はベスト8と大健闘でした。おめでとうございます。

全日本女子学童軟式野球大会に出場しました

　8月6日、武雄市建設業協会の皆さまに花苗の植栽活
動を行っていただきました。
　この活動は、武雄市景観形成支援事業を活用したもの
で、今回で１０回目です。毎年夏と秋の2回実施されています。
　まちなか広場と市役所玄関前には、花の種類やバラン
スを考慮して配置された季節の花々が咲いていますの
で、お近くを通られた際は是非ご覧ください。
　暑い夏の間も、毎日交代で水やりも行われます。
　花植活動を行ってくださった武雄市建設業協会の皆さ
ま、ありがとうございました。
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　7月15日、令和3年春の叙勲で瑞宝双光章を受章され
た浦郷究さん（山内町）が、受章報告のため市役所を訪
問されました。
　浦郷さんは、昭和49年4月に小学校の教員に採用さ
れ、平成19年3月に小学校の校長として退職されるまで
公立学校の教員を務められました。
　また、退職後も平成19年4月から令和2年3月まで武雄
市教育長を務められ、46年間の長きにわたり学校教育
及び武雄市の教育発展に尽力されました。
　この度の叙勲受章、誠におめでとうございます。

前武雄市教育長浦郷究さんが春の叙勲を
受章されました

武雄市の旬をお届け！

景観形成支援事業による花植活動が
行われました
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　7月21日、九州大学大学院地球社会統合科学府と、
相互の発展を目指し、幅広い分野で協力するために、連
携協力に関する協定を締結しました。
　連携協力の関係は、学生たちが武雄市をフィールドと
して実施した自主的な実践的研究の取り組み（平成30
年）から始まり、その後も交流を続けてきました。
　これまでの連携協力関係を継続し、地球社会統合科
学府は市の地域資源を教育・研究に活用し、市は地球社
会統合科学府が持つ知的資源を施策に反映させ、地域
の課題解決と振興へつなげていきます。
　今年度は、「災害に強いまちづくり」をテーマに、市民ア
ンケート調査等の実施による連携事業を進めていく予定
です。

九州大学大学院地球社会統合科学府と
連携協力に関する協定を締結しました
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